
球状ベシクルに内包されたベシクルの形状決定機構

の解明  
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 近年生体膜研究はより複雑な系へと展開されている中、我々はミ

トコンドリアに注目した。ミトコンドリアはほぼ全ての細胞に含ま

れる細胞小器官であり、外膜と内膜の二重の生体膜から成る。主な

機能は生体活動に必要なエネルギーの生産で、内膜に特殊な陥入構

造をとることで生産効率を高めている。  
	
 従来この陥入構造はタンパク質によって制御されているものと

考えられてきたが、我々は外膜の存在こそが形状決定の鍵を握って

いると考える。  
	
 そこで本研究では、球状ベシクルに他のベシクルが内包されてい

るマルチラメラベシクルの変形過程を実験的に撮影し、それを元に

シミュレーションを用いて形状決定機構の解明を目指した。我々が

用いた手法は動的三角格子モデル [1 ]であり、現在実験と最も良く
一致する ADE model  [2 ,3 ]の効果を取り入れている。  
	
 その結果、類似研究 [4 ]に報告されている二重の stomatocyte 状
の陥入構造に加えて、新たにミトコンドリアで見られるようなひだ

状の構造や、細胞分裂の初期に見られる胚のような区画構造の再現

に成功した。また実験結果を元に再現したシミュレーション結果は、

ADE model をベースに独自に開発した理論モデルとも非常に良い
一致を示したため、合わせて報告する。  
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